　生き物の増え方

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　.

成長する時の最初の細胞のでき方を調べよう

私たちのもとのもとのもとは？

◎前回勉強したこと：生き物の体が大きくなる（成長）するのは，
（からだをつくる細胞が

して、それぞれが




）
◎私たちも成長し成人では，約（　６０万　・　６０億　・　６０兆　・　６０京　）個の細胞で体をつくっている。
しかし、最初は，（　　　　　　　個）の細胞だった。

· 成長して大人になったら，そのままずっと生きていればよいと思いませんか。（不老長寿）→（できる・できない）
◎そこで，自分を「次の世代に（　　　　　　　　）」する。生物は成長すると自分と同じ種類の子をつくる。これを（　　　　　　　　　　）という。
自分の形や性質＝（　　　　　　）　を細胞の核の中にある（　　　　　体）中の（　　　　　　子）によって伝える。
◎成長していく時の最初の細胞はどのようにつくるのか？

→多くの植物や動物は雄（おしべ）からの（　　　　　　　）と雌（めしべ）からの（　　　　　　　）が合体し，

→　新しく１つの（　　　　　　　）をつくる。これを　（　　　　　　　）という。

植物と動物の増え方の違いについて調べよう

	
	植　　　物
	動　　　物

	（雄からの）精細胞

を運ぶもの
	
	

	（雌からの）卵細胞

について
	めしべの（　　　　　　　）にある
	多くの動物：　
人間の卵細胞　：

	受精する場所
	
	体外受精：

体内受精：　ズバリ体内


◎受精卵は，（
　
）をくり返して（

　　）になる。これを（　　　　　　　）という。その後身体の各部分向けに機能が分かれたさまざまな種類の細胞になっていく。　
→最初の細胞は何にでもなれる万能細胞！
· ◎胚についてのお話

· 成長した生物の細胞は、普通は特定の役割をになうように機能が限定されており、分裂増殖しても胃の細胞は胃の細胞、皮膚の細胞は皮膚の細胞にしかならない。皮膚の細胞からは皮膚のクローンしか作れない。

· 幹細胞から自在に身体の各部位を作り出せるようになれば、臓器移植医療の可能性が大幅に広がる。授精した胚（受精卵）から取りだした「胚性幹細胞」 （ＥＳ細胞＝Embryonic Stem Cell） は”最も万能性が高そう”なので研究上注目度が高いが、授精した胚（初期の赤ちゃん）を殺して取り出すものであることから、倫理問題で頭を抱える国が少なくない。
· 成人の骨髄から取りだした「骨髄性幹細胞」 ヘソの緒からの臍帯血に含まれる幹細胞をはじめとして胎盤、血液、毛根、筋肉、脳、皮膚などにも幹細胞(iPS細胞＝induced Pluripotent Stem cells)があることが明らかになってきている。
（http://homepage1.nifty.com/NewSphere/EP/b/bio_ES.html　より引用）
☆このように雄の核と雌の核の受精で増える増え方を（　　　　　　　　　　　　　）という。

最初の細胞は　　　　　　と　　　　　　　が　　　　　　　　してつくる

